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淡
窓
の
改
号

― 
「
淡
窓
」
か
ら
「
苓
陽
」
へ 

―

井　

上　

敏　

幸

要　

旨

　

豊
後
の
日
田
咸
宜
園
で
漢
学
を
教
授
し
た
廣
瀬
淡
窓
（1

7
8
2

～1
8
5
6

）
は
、
現
在
「
淡
窓
」
号
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
生
涯
に
七
種
の

別
号
を
用
い
て
い
た
。
年
代
順
に
並
べ
て
示
せ
ば
、
亀
林
・
淡
窓
・
華
陽
・
蘭
窓
・
南
梁
・
青
谿
（
渓
）・
苓
陽
の
七
種
で
あ
る
。
前
半
生
は
も
っ

ぱ
ら
「
淡
窓
」
号
を
も
ち
い
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
後
半
生
、
五
十
七
歳
以
降
は
主
に
「
苓
陽
」
号
を
用
い
、
自
ら
記
し
た
墓
碑
銘
に
も
「
苓
陽

先
生
。
諱
建
。
字
子
基
。
一
号
淡
窓
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
晩
年
に
な
っ
て
の
「
淡
窓
」
か
ら
「
苓
陽
」
へ
の
改
号
に
は
、
淡
窓
の
晩
年
に
お

け
る
生
き
方
の
問
題
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
今
は
亡
き
恩
師
亀
井
昭
陽
の
「
寵
栄
」
に
感
謝
し
て
作
っ
た
「
苓
陽
」
号
は
、
そ
の
学
問
と

人
間
性
の
さ
ら
な
る
探
求
の
指
針
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
真
儒
」
た
ら
ん
と
し
た
最
晩
年
の
淡
窓
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
「
苓
陽
」
号
の
出
処

　

淡
窓
自
撰
の
墓
誌
銘
「
文
玄
先
生
之
碑
」
の
冒
頭
が
「
苓
陽
先
生
。
諱
建
。
字
子
基
。
一
号
淡
窓
」
と
、
「
苓
陽
先
生
」
で
始
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
の
は
中
島
市
三
郎
氏
で
あ
っ
た（

１
）。

「
淡
窓
は
別
号
で
あ
っ
て
、
苓
陽
が
本
号
」
だ
っ
た
こ
と
が
不
問
に
附
さ

れ
て
来
た
こ
と
に
対
し
て
、
問
題
提
起
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
な
ぜ
「
苓
陽
」
が
本
号
の
ご
と
く
に
書
れ
た
か
と
い
う
こ
と

は
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
氏
が
言
わ
れ
る
本
号
「
苓
陽
」
、
別
号
「
淡
窓
」
と
い
う
区
別
が
も
と
も
と
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
単
純

に
「
淡
窓
」
は
壮
年
・
中
年
期
、
「
苓
陽
」
は
老
年
期
・
最
晩
年
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
問
題
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
「
淡
窓
」
か
ら
「
苓
陽
」
へ
改
号
さ
れ
た
の
か
と
い
う
事
由
で
あ
り
、
そ
れ
は
何い

つ時
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
い
で
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
と
は
い
え
、
中
島
氏
の
「
苓
陽
の
出
処
」
に
つ
い
て
の
指
摘
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
懐
旧
楼
筆
記
』

巻
九
（
以
下
『
懐
旧
』
九
と
略
す
）
の
記
述
か
ら
、

　

 　

寛
政
十
二
年
十
九
歳
の
時
、
頻
死
の
大
病
を
見
舞
わ
れ
た
亀
井
先
生
の
恩
寵
に
深
く
感
謝
し
、
そ
の
詩
中
の
一
句
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

鈴
嶽
之
南
を
鈴
山
の
南
、
鈴
陽
と
し
、
さ
ら
に
苓
陽
と
文
字
っ
て
雅
号
と
し
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

と
推
量
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
『
懐
旧
』
九
寛
政
十
二
年
二
・
三
月
頃
の
記
事（

２
）を

要
約
す
れ
ば
、

　
　

甘
木
の
亀
井
大
壮
塾
に
居
た
森
文
若
が
病
気
の
自
分
を
見
舞
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
時
大
壮
が
作
っ
た
文
若
を
送
る
詩
は
、

　
　

汝
な
ん
じ

携
エ
テ

二

霊
薬
ヲ一

欲す
る

カ二

何
い
ず
れ
に
ゆ
か

之
ン
ト一　

鈴
嶽
ノ

之
南
高
士
ノ

廬

　
　

聞
き
く
な
ら
く説

廉
卿
ノ

疾
し
つ
よ
う
や
く
へ
い
な
り

漸

病
ト　

　

 

嗟あ
あ

天
ハ

有
リ
ヤレ

厭
い
と
う

コ
ト

二

斯
文
ヲ一

無な

シ
ヤ
ト　

　

　

 

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
文
若
が
帰
っ
た
あ
と
、
大
壮
自
身
が
見
舞
に
来
て
、
実
は
昭
陽
先
生
が
自
分
を
見
舞
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
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甘
木
ま
で
来
ら
れ
た
が
、
仕
官
し
て
い
る
者
は
出
国
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
私
が
代
わ
り
に
来
ま
し
た
、
と
い
っ
て
数
日
泊
ま
り

帰
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
数
十
日
後
ま
た
訪
ね
て
来
て
、
君
に
代
っ
て
詠
じ
た
作
だ
と
い
っ
て
、

　
　

水
ハ

有
リ二

千ち

と

せ年
ニ一

山
ハ

万は

ね年　
　

山
ハ

明
ラ
カ
ニ  

水
ハ

媚
う
つ
く
し

ク

敞た
か

シ二

春
天
一

　
　

昨
夜
帝
降く

だ
ル二

吾
吉
夢
ニ一　
　
　

 

庶
こ
い
ね
が
わ

ク
ハ　

能よ
く

令
二

汝
な
ん
じ

ノ

壽
ヲ
シ
テ

神
仙
タ
ラ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ

一　
　
　
　
　
　

　

の
一
篇
を
残
し
去
っ
て
い
っ
た
。
大
壮
は
現
代
の
有
名
詩
人
で
あ
り
、
か
つ
昭
陽
先
生
の
命
を
受
け
て
見
舞
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
寵
愛
さ
れ
て
い
る
名ほ

ま

れ誉
を
か
み
し
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

の
ご
と
く
で
あ
る
。
氏
は
、「
文
若
を
送
る
詩
」
の
承
句
「
鈴
嶽
之
南
高
士
廬
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
、「
鈴
嶽
之
南
」
を
「
鈴
山
の
南
」
「
鈴
陽
」

と
し
、
さ
ら
に
「
鈴
陽
」
を
「
文
字
っ
て

0

0

0

0

」
「
苓
陽
」
と
し
た
。
「
鈴
嶽
」
を
日
田
盆
地
の
北
鎭
「
鈴
鹿
山
」
と
す
れ
ば
、
日
田
中
心
豆
田

町
は
、
「
鈴
山
の
南
」
「
鈴
陽
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
居
る
「
高
士
」
は
「
淡
窓
」
で
あ
り
、
そ
の
「
廬
」
は
、
淡
窓
が
卧
し
て

い
る
「
秋
風
庵
」
で
あ
る
こ
と
は
確
論
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
充
分
と
は
言
え
な
い
。
「
文
若
を
送
る
詩
」
の
起
句

中
の
「
霊
薬
」
の
「
霊
」
の
音
が
、
「
鈴
」
「
苓
」
の
音
に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
「
鈴
」
「
苓
」
の
二
音
は
、

と
も
に
薬
の
「
霊
薬
」
に
通
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
鈴
嶽
」
と
は
「
彦
山
」
の
こ
と
で
あ
り
、
近
世
期
は
「
霊
仙
寺
」
の
名
で
知
ら
れ

て
い
た（

３
）。

そ
の
彦
山
に
徐
福
の
「
薬
壺
」
が
伝
わ
る
こ
と
を
淡
窓
は
自
詩
に
「
仙
丹
自
レ

古
有
二

秦
壺
一

」
と
詠
じ
、
付
注
に
「
山
有
二

仏

舎
利
及
徐
福
薬
壺
一

」
と
記
し
て
い
た（

４
）。

一
方
の
「
苓
」
は
漢
方
薬
の
「
甘か

ん
そ
う草　

大
苦
也
」
（
大
漢
和
辞
典
）
で
あ
る
。
生
涯
薬
を
手
離

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
淡
窓
は
、
改
め
て
大
壮
が
文
若
に
送
っ
た
詩
の
「
霊
薬
」
の
意
味
、
つ
ま
り
そ
の
「
霊
薬
」
で
天
才
で
あ
る
斯

文
の
徒
の
命
を
救
っ
て
く
れ
と
い
う
「
霊
仙
寺
」
へ
の
祈
願
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
の
が
「
苓
」
の
文
字
で
あ
っ
た
。
「
鈴
嶽
之
南
」
が
日

田
で
あ
り
、
「
高
士
」
が
淡
窓
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
再
度
見
舞
っ
た
時
に
大
壮
が
淡
窓
に
代
っ
て
作
っ
た
七

絶
の
転
結
の
句
に
い
う
、
「
汝
が
寿
を
し
て
神
仙
た
ら
し
め
よ
と
い
う
御
告
げ
」
を
思
い
起
し
、
ま
た
大
壮
を
見
舞
に
遣
し
た
師
昭
陽
の
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寵
栄
に
報
い
る
べ
く
、
「
苓
陽
」
の
新
号
を
撰
定
す
る
こ
と
と
し
、
学
問
と
人
間
修
養
に
勤
め
る
こ
と
を
誓
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

二　

改
号
の
年
次
を
め
ぐ
っ
て

　

廣
瀬
淡
窓
の
姓
・
名
・
通
称
・
字
・
号
に
つ
い
て
最
も
簡
明
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
長
澤
孝
三
氏
編
『
改
訂

増
補

漢
文
學
者
總
覽（

５
）』

で
あ
る
。
本
書
の
「
廣
瀬
淡
窓
」
の
条
か
ら
、
〔
生
地　

豊
後
日
田
〕
〔
没
年　

安
政
３
〕
〔
享
年　

75
〕
〔
師
名　

龜
井
南
溟

龜
井
昭
陽

〕
の
四
項
を
省

き
、
第
一
項
〔
姓
號
〕
か
ら
第
六
項
〔
備
考
〕
ま
で
の
六
項
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
以
下
に
記
す
通
り
、
全
項
に
訂
正
・
削
除
・
追
加

等
々
の
修
正
が
必
要
で
あ
る
。
第
一
項
「
姓
號　

廣
瀬
淡
窓
」
は
、
『
總
覽
』
の
見
出
し
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
姓
」
の
み
の
項
と
み

な
す
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
第
一
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
修
正
等
の
部
分
と
そ
の
要
点
を
示
し
て
お
く
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

第
一 

姓　

廣
瀬　
　

 

「
内
山
」
を
加
え
る
。
「
内
山
」
姓
は
、
十
六
歳
か
ら
十
七
歳
の
九
・
十
月
頃
ま
で
の
約
一
年
間
前
後
仮
に
用
い

た
も
の
。

　

第
二 

名　

簡
・
玄
簡
・
建　
　

「
玄
簡
」
を
削
除
す
る
。
「
玄
簡
」
が
通
称
だ
っ
た
こ
と
は
、
『
懐
旧
』
六
に
詳
し
い
。

　

第
三 

通
称　

寅
（
虎
）
之
助
・
求
馬　
　

「
玄
簡
」
を
「
寅
（
虎
）
之
助
」
と
「
求
馬
」
の
間
に
加
え
る
。

　

第
四 

字　

子
基
・
廉
卿　
　

使
用
開
始
の
年
次
よ
り
「
廉
卿
・
子
基
」
の
順
に
改
め
る
。

　

第
五 

号　

淡
窓
・
南
陽
・
苓
陽
・
青
渓
・
遠
思
楼
主
人
・
醒
斎
・
咸
宜
園
・
成
章
舎
・
桂
林
園

　
　
　
　
　
　
　
　

  「
淡
窓
」
の
前
に
「
亀
林
」
を
入
れ
る
。
「
南
陽
」
お
よ
び
「
青
渓
」
を
削
除
し
、「
淡
窓
」
の
次
に
「
華
陽
」・「
蘭
窗
」・

「
青
谿
（
溪
）
」
・
「
南
梁
」
の
順
に
書
き
加
え
る
。
「
遠
思
楼
主
人
」
以
下
「
桂
林
園
」
ま
で
の
六
号
に
つ
い
て
は
、
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淡
窓
自
身
の
雅
号
な
の
で
は
な
く
、
建
物
（
楼
や
居
室
）
あ
る
い
は
学
舎
・
学
園
の
呼
称
と
判
断
し
、
第
五
項
の
「
号
」

と
は
別
枠
の
も
の
と
し
て
お
く
。

　

第
六 

備
考　

本
姓
内
山
氏
、
大
村
・
府
内
侯
賓
師
ノ
日
田
ノ
儒
者
、
詩
、
（
私
諡
）
文
玄
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

「
本
姓
内
山
氏
」
を
削
除
す
る
。

　

以
上
、
第
一
か
ら
第
六
ま
で
全
項
に
、
追
加
な
い
し
は
削
除
・
訂
正
な
ど
の
修
正
点
を
示
し
た
が
、
以
下
に
改
め
て
第
一
か
ら
順
を
追
っ

て
そ
の
理
由
を
述
べ
、
そ
の
典
拠
な
い
し
は
根
拠
を
明
示
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
第
一
の
「
姓
」
か
ら
見
て
い
く
と
、
「
廣
瀬
」
の
姓
に
問
題
は
な
く
『
總
覽
』
が
、
第
六
備
考
で
「
本
姓
内
山
氏
」
と
書
い
て
い

る
の
は
、
明
ら
か
に
間
違
い
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
内
山
」
姓
を
淡
窓
が
仮
に
約
一
年
前
後
用
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
懐
旧
』
六
の
寛
政
九
年
十
六
歳
の
条
に
自
ら
詳
し
く
述
べ
て
い
る（

６
）。

自
分
は
十
五
歳
の
秋
よ
り
福
岡
の
亀
井
塾
に

入
ろ
う
と
し
た
が
、
福
岡
藩
に
は
、
「
旅
人
ノ
禁
」
な
る
も
の
が
あ
っ
て
藩
外
の
者
は
、
在
塾
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
翌
年
十
六
歳

の
正
月
、
藤
左
仲
の
発
案
で
、
筑
前
杷
木
町
林
田
の
内
山
玄
斐
を
二
人
で
訪
ね
、
淡
窓
の
養
父
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
。
そ
こ

で
、
二
人
は
「
相あ

い

ぎ議
」
し
て
「
姓
ハ
内
山
」
と
し
、
通
称
は
玄
斐
の
「
玄
」
を
用
い
て
、
「
玄
簡
」
と
し
、
「
内
山
玄
簡
」
と
名
乗
る
こ
と

に
し
た
。
ま
た
、
自
分
は
「
十
五
歳
ニ
至
ッ
テ
名
字
未
ダ
定
マ
ラ
ズ
、
惟
通
称
ヲ
以
テ
行
」
っ
て
い
た
の
で
、
亀
井
昭
陽
の
門
人
と
な
る

こ
の
際
、
名
字
を
定
め
て
お
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
再
度
「
相あ

い

ぎ議
」
し
て
、
「
名
簡
、
字
廉
卿
」
と
定
め
た
。
と
い
う

こ
と
で
通
称
の
「
玄
簡
」
は
、「
簡
ノ
字
ヲ
以
テ
玄
ノ
字
ニ
合
セ
タ
」
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、「
其
後
（
翌
寛
政
十
年
九
・
十
月
頃
）

先
生
ニ
隨
ッ
テ
姪
濱
ニ
寓
ス
ル
ト
キ
、
内
山
ヲ
改
メ
テ
本
姓
ニ
復
」
し
た
と
記
し
て
い
る
。
「
内
山
」
姓
は
、
十
六
歳
か
ら
ほ
ぼ
一
年
前
後
、

仮
に
用
い
た
も
の
で
、
本
姓
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
廣
瀬
」
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
項
「
名
」
の
「
簡
」
に
つ
い
て
は
、
い
ま
第
一
項
で
検
討
し
た
通
り
、
十
六
歳
で
亀
井
塾
に
入
門
す
る
際
に
、
藤
左
仲
と
議
し
て
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定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
、
第
四
項
の
「
字
」
も
「
廉
卿
」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
す
で
に
第
一
項
で
見
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
こ
の
名
字
「
簡
」
「
廉
卿
」
に
つ
い
て
淡
窓
は
『
懐
旧
』
六
の
一
連
の
記
述
の
終
り
に
、

　

 　

簡
廉
卿
ノ
名
字
ハ
、
之
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
三
十
年
、
四
十
五
歳
ニ
至
ッ
テ
建
子
基
ト
改
ム
。
然
レ
ド
モ
、
廉
卿
ノ
字
ハ
、
諸
名
家
ノ
詩

文
ニ
モ
ノ
セ
タ
ル
故
ニ
、
全
ク
是
レ
ヲ
捨
ツ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
一
ノ
字
ト
セ
リ
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
簡
廉
卿
」
の
名
字
が
気
に
入
っ
て
、
四
十
五
歳
の
折
、
名
字
を
「
建
」
「
子
基
」
に
改
め
る
ま
で
の
三
十
年

間
に
わ
た
っ
て
用
い
た
と
言
い
、
そ
の
後
も
全
く
捨
て
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
「

一
ひ
と
つ

ノ
字
」
と
し
て
用
い
た
と
い
っ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
四
十
五
歳
の
折
に
名
字
を
「
建
」
「
子
基
」
に
改
め
た
と
い
う
の
は
記
憶
違
い
で
、
正
し
く
は
文
政
二
年
三
十
八
歳
の
時
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
『
懐
旧
』
十
九
文
政
二
年
四
月
九
日
の
条
の
記
事（

７
）か

ら
分
か
る
。

　

 　

館
林
清
記
尾
州
ノ
人
松
元
餘
三
郎
ヲ
導
イ
テ
、
来
リ
見
エ
シ
ム
。
篆
刻
師
ニ
シ
テ
、
頗
ル
高
手
ノ
由
ナ
リ
。
黄
鵞
と
号
セ
リ
。
予
ガ

為
ニ
、
名
字
ノ
印
二
顆
を
刻
ス
。
今
存
ス
ル
所
ノ
、
廣
瀬
建
印
、
子
基
ト
云
フ
モ
ノ
、
是
レ
ナ
リ
。
此
時
予
名
字
ヲ
改
ム
ト
雖
モ
、
未

ダ
世
ニ
公
ニ
セ
ズ
。
押
印
ハ
猶
舊
稱
ヲ
刻
セ
シ
ヲ
用
ヒ
タ
リ
。
然
レ
ド
モ
終
ニ
ハ
改
メ
ン
ト
思
フ
ヨ
リ
、
黄
鵞
ヲ
シ
テ
此
印
ヲ
刻
セ
シ

ム
。
數
年
ノ
後
、
専
ラ
之
ヲ
用
ヒ
タ
リ
。

三
十
八
歳
の
四
月
「
簡
廉
卿
」
を
「
建
子
基
」
に
改
め
た
こ
と
が
、
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
が
、
文
中
で
淡
窓
自
身
が
、
「
此

時
予
名
字
ヲ
改
ム
ト
雖
モ
、
未
ダ
世
ニ
公
ニ
セ
ズ
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
淡
窓
の
意
志
決
定
が
実
行
に
移
さ
れ
る
に
は
、

い
づ
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
淡
窓
の
一
つ
の
癖く

せ

だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
淡
窓
の
事
歴
等
々
を
考
え
る
場
合
、
十
二
分
に
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ま
一

つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
年
数
や
年
齢
の
誤
り
で
あ
る
。
い
ま
見
た
「
廣
瀬
建
印
」
「
子
基
」
印
の
作
制
年
次
文
政
二
年
が

正
し
い
と
す
れ
ば
、
淡
窓
は
三
十
八
歳
で
あ
り
、
『
懐
旧
』
六
の
十
六
歳
で
定
め
た
名
「
簡
」
、
字
「
廉
卿
」
を
三
十
年
間
用
い
、
四
十
五
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歳
に
な
っ
て
名
「
建
」
、
字
「
子
基
」
に
改
め
た
と
い
う
説
明
は
、
十
六
歳
と
三
十
年
間
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
つ
い
二
つ

を
足
し
て
し
ま
い
「
四
十
五
歳
」
と
い
う
誤
っ
た
年
齢
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
三
十
八
歳
か
ら
十
九
年
後
の
天

保
九
年
、
淡
窓
五
十
七
歳
の
折
に
出
版
さ
れ
た
『
天
保
三
十
六
家
絶
句
』
の
中
の
淡
窓
は
、

　

「
南
梁
先
生
廣
瀬
元
簡
0

0　

字
廉
卿
豊
後
人
著

有
二

遠
思
楼
集
一

」
の
ご
と
く
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
二
十
年
近
く
経
て
も
、
元
（
「
元
」
は
「
玄
」
の
誤
り
）
簡
、

廉
卿
が
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、「
三
十
年
」
近
く
用
い
た
と
い
う
淡
窓
の
記
述
は
、こ
う
し
た
事
実
に
基
づ
い
て
い
た
も
の
だ
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
い
ま
一
つ
、
通
称
の
「
玄
簡
」
を
二
十
歳
ま
で
の
四
年
間
程
用
い
て
い
た
こ
と
が
、
前
引
『
懐
旧
』

六
の
「
内
山
ヲ
改
メ
テ
本
姓
ニ
復
ス
」
と
記
し
た
あ
と
に
続
く
文
中
に
「
帰
家
シ
テ
弱
冠
ニ
至
リ
、
玄
簡
ヲ
改
メ
テ
求
馬
ト
称
ス
」
と
あ

る
こ
と
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
い
ま
引
用
し
た
『
懐
旧
』
の
欄
外
頭
註
に
「
俗
間
有
下

以
二

玄
簡
一

為
二

先
生
終
身
之
稱
一

者
上

、

先
入
為
レ

主
、
俗
耳
最
甚
。
」
と
あ
り
、
「
玄
簡
」
も
制
限
付
き
の
使
用
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

第
三
通
称
の
「
寅
之
助
」
で
ま
ず
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
「
寅
之
助
」
は
幼
名
で
、
そ
の
幼
名
を
十
五
歳
ま
で
そ
の
ま
ま
通
称
に
用
い

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
第
一
姓
の
項
で
見
た
『
懐
旧
』
六
寛
政
九
年
十
六
歳
の
条
の
記
事
「
十
五
歳
ニ
至
ッ
テ
名

字
未
ダ
定
マ
ラ
ズ
」
か
ら
推
測
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
は
寛
政
九
年
三
月
二
十
六
日
付
の
聖
印
尊
者
（
釈
法
幢
）
宛
書
簡
の
署
名
に
「
廣

瀬
寅
之
助
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る（

８
）。

「
玄
簡
」
と
改
め
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
点
、
十
六
歳
だ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
幼
名
「
寅
之
助
」
の
命
名
の
由
来
に
つ
い
て
も
『
懐
旧
』
一
天
明
二
年
四
月
十
一
日
の
条
に（

９
）、

　

 　

予
カ
幼
名
寅
之
助
ト
云
ヒ
シ
ハ
、
官
府
ノ
元も

と
じ
め占

清
畠
藤
右
衛
門
ト
云
フ
人
ノ
名な

ず

ケ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
。
先
考
官
府
ニ
出
入
シ
テ
、
清
畠

氏
ニ
親
シ
カ
リ
シ
故
、
彼
人
ニ
名
ヲ
乞
玉
ヒ
タ
リ
。
寅
ノ
歳
ニ
生
レ
タ
ル
故
ニ
、
カ
ク
名
ケ
ラ
レ
タ
リ
。

の
ご
と
く
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
寅
之
助
」
の
通
称
が
、
十
六
歳
の
時
「
玄
簡
」
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
第
一
「
姓
」
の
項
で
、

ま
た
、
二
十
歳
の
折
に
、
「
玄
簡
」
を
「
求
馬
」
に
改
め
た
こ
と
に
つ
い
て
も
す
で
に
第
二
「
名
」
の
項
で
触
れ
た
が
、
通
称
「
求
馬
」
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の
最
も
早
い
使
用
例
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
三
十
歳
の
文
化
八
年
閏
二
月
十
三
日
麻
生
伊
織
宛
書
簡
の
署
名
で
あ
る
。
こ
の
「
求
馬
」
の
通

称
は
、
安
政
三
年
四
月
の
「

申
も
う
し
き
わ
め

極

之
記

）
10
（

」
ま
で
の
三
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

第
四
「
字
」
の
項
の
「
廉
卿
」
「
子
基
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
「
姓
」
・
第
二
「
名
」
お
よ
び
第
四
「
字
」
の
項
に
お
い
て
、
両
者
と
も

に
詳
し
く
検
討
し
た
の
で
、
い
ま
繰
り
返
さ
な
い
が
、
字
「
廉
卿
」
は
寛
政
九
年
十
六
歳
よ
り
天
保
九
年
五
十
七
歳
ま
で
の
四
十
一
年
間
、

同
じ
く
「
子
基
」
は
文
政
二
年
三
十
八
歳
よ
り
死
没
す
る
安
政
三
年
七
十
五
歳
ま
で
の
三
十
七
年
間
用
い
続
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

現
在
廣
瀬
文
庫
に
残
さ
れ
て
い
る
淡
窓
の
遺
墨
類
九
七
点
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
「
廉
卿
」
と
「
子
基
」
の
落
款
印
が
、
と
も
に
落
款
印

の
第
二
番
目
（
下
位
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
「
廉
卿
氏
」
は
朱
文
・
白
文
が
あ
り
上
位
の
落
款
印
「
廣
瀬
簡
印
」

と
組
み
合
わ
さ
れ
た
二
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
「
子
基
」
の
場
合
は
、
「
子
基
氏
」
（
朱
文
二
例
）
、
「
子
基
父
」
（
白
文
一
例
）
、
「
子
基
」
（
朱

文
四
十
六
例
）
の
三
種
と
上
位
の
落
款
印
「
廣
瀬
建
印
」
が
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
が
都
合
七
パ
タ
ー
ン
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
い
ま
一
種
一
文
字
の
落
款
印
「
廣
」
（
上
位
）
「
建
」
（
下
位
）
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
七
例
で

白
文
の
太
・
細
の
二
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

　

以
上
、
十
一
種
、
二
十
二
顆
が
淡
窓
が
用
い
た
落
款
印
の
全
て
で
あ
る
。
【
落
款
印
一
覧
】

　

第
五
号
の
項
で
、
ま
ず
書
き
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
亀
林
」
の
号
を
「
淡
窓
」
の
前
に
置
く
こ
と
で
あ
る
。
幼
時
「
亀
林
」

の
俳
号
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
淡
窓
自
ら
『
懐
旧
』
一
天
明
三
年
二
歳
の
条
に
詳
述
し
て
い
る

）
11
（

。

　
　

 

此
歳
王
父
（
廣
瀬
家
三
祖
淨
之
、
始
め
十
作
、
後
久
兵
衛
、
俳
号
桃
之
。
寛
政
五
年
八
月
十
六
日
没
八
十
歳
）
七
十
ノ
賀
筵
ア
リ
。

伯
父
（
四
祖
即
淨
、
平
八
、
貞
高
。
俳
号
月
化
、
ま
た
秋
風
菴
。
文
政
五
年
正
月
晦
日
没
七
十
六
歳
。
）
予
ニ
代
ッ
テ
、
發
句
ヲ
作
リ
、

予
ガ
手
ヲ
取
ッ
テ
書
セ
シ
メ
玉
ヘ
ル
モ
ノ
、
後
年

（

マ

マ

）
存
セ
リ
。
末
ニ
亀
林
拝
ト
ア
リ
。
幼
時
亀
林
ト
號
ス
。
何
人
ノ
名
ケ
玉
ヒ
シ
ニ
ヤ
、
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落款

廣瀬簡印／廉卿氏

廣瀬建印／子基氏

廣瀬建印／子基父

廣瀬建印／子基

廣／建

廣瀬簡印／廉卿氏（２種）廣瀬建印／子基氏（２種）

白文 1.9×1.9（上）
朱文 1.9×1.9（下）
104ほか33例

白文1.4×1.4（上下）
81ほか8例

白文2.6×2.7（上）
朱文2.6×2.7（下）
屏風1のみ

白文 1.8×1.8（上）
朱文 1.8×1.8（下）
157のみ

廣瀬建印／子基父（１種）

落
款
印
一
覧

付
関
防
印
「
苓
陽」
二
種

廣瀬建印／子基（４種）

廣／建（２種）

白文1.0×1.0（上下）
79ほか6例

白文0.8×1.0（上下）
179のみ

白文 1.3×1.3（上下）
88のみ

白文1.6×1.7（上）
朱文1.7×1.9（下）
80ほか15例

白文1.7×1.8（上）
朱文1.7×1.9（下）
17-1ほか8例

白文1.8×1.9（上）
朱文1.9×1.9（下）
94-1ほか19例

白文1.1×1.1（上）
朱文1.1×1.1（下）
191ほか4例

苓陽（２種）

朱文 1.4×0.6
191ほか5例

白文 2.0×1.1
94-1ほか20例

関防印

苓陽

落
款
印
一
覧 

付
関
防
印
苓
陽
（
二
種
）
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六
七
歳
ノ
時
マ
テ
ハ
、
之
ヲ
用
ヒ
タ
リ
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
淡
窓
は
、
二
歳
よ
り
六
・
七
歳
の
頃
ま
で
、
亀
林
の
俳
号
で
俳
諧
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
記

事
を
伝
説
的
な
も
の
と
し
て
片
付
け
て
し
ま
っ
て
は
な
る
ま
い
。
淡
窓
の
俳
諧
と
の
係
わ
り
は
晩
年
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

次
に
第
五
号
の
「
淡
窓
」
号
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
拙
稿
「
「
淡
窓
」
号
の
諸
問
題

）
12
（

」
に
譲
る
が
、
「
淡
窓
」
号
の
初
出

は
淡
窓
三
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
『
淡
窓
日
記
』
下
九　

文
化
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
の
条

）
13
（

に
「
自
ラ

択
ブ二

十
号
ヲ一

。
曰

ク

淡
窓
。
曰
青
谿
。
曰
九
春
。
曰
蘭
窗
。
曰
畸
園
。
曰
華
陽
。
曰
米
山
。
曰
文
陽
。
曰
南
梁
。
曰
東
里
。
将
ニ　ス

下

待
ッ
テ

二

他
日
ヲ一

而
定
メ
ン
ト

上

レ

之
ヲ

。」

と
記
し
て
い
る
第
一
番
目
が
「
淡
窓
」
で
あ
っ
た
が
、
六
日
後
の
十
二
月
朔
日
の
記
事
に
は
、
「
除
ク二

淡
窓
・
畸
園
・
文
陽
・
東
里
・
米

山
ノ

五
号
ヲ一

。
）
14
（

」
と
あ
っ
て
「
淡
窓
」
号
が
除
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
代
わ
る
よ
う
に
翌
年
正
月
二
十
九
日
の
条
に
「
移
シ二

居
ヲ

於
蘭
窗
ニ一

、

病
勢
頗
ブ
ル

減
ズ

）
15
（

」
と
い
う
記
述
が
あ
っ
て
、
病
室
の
号
に
「
蘭
窗
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
病
室
の
号
に
「
淡
窓
」

は
相
応
し
く
な
い
と
考
え
て
、
柔
ら
か
い
優
し
い
花
の
「
蘭
窗
」
に
代
え
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
三
十
八
歳
と
な
っ
た
文
政
二
年

九
月
、
郡
代
よ
り
用
人
格
と
し
て
塾
主
に
迎
え
ら
れ
た
淡
窓
は
、
病
者
に
似
合
っ
た
「
蘭
窗
」
を
捨
て
、
儒
者
・
詩
人
と
し
て
の
塾
主
を

連
想
さ
せ
る
「
淡
窓
」
の
号
に
戻
す
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
塾
主
に
斡
旋
し
た
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
父
桃
秋
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
「
淡
窓
の
記
」
の
世
界
と
重
な
り
合
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
「
淡
窓
」
号
の
初
出
に
つ
い
て
い
ま
一
つ
検
討
を

要
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
三
十
二
歳
の
文
化
十
年
六
月
二
十
三
日
よ
り
四
十
一
歳
の
文
政
五
年
十
二
月
晦
日
ま
で
の
日
記
に
、「
淡
窓
」

号
が
用
い
ら
れ
、
『
淡
窓
日
記
』
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
十
二
歳
の
書
き
始
め
の
時
よ
り
『
淡
窓
日
記
』
と
呼
ば
れ
て

い
た
の
か
ど
う
か
、
稿
者
は
む
し
ろ
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
三
十
八
歳
の
文
政
五
年
四
月
、
郡
代
の
用
人
格
と
し
て
塾
主
と

な
る
こ
と
を
父
か
ら
強
く
促
さ
れ
、
ま
た
「
淡
窓
の
記
」
を
与
え
ら
れ
て
塾
主
と
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
、
そ
の
こ
と
を
記
念
し
て
、
こ
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れ
ま
で
の
十
年
間
の
日
記
に
「
淡
窓
」
の
号
を
付
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
た
が
っ
て
、
『
淡
窓
日
記
』
と
命
名
さ
れ
た
の
は
、
文

政
五
年
四
月
以
降
、
十
二
月
晦
日
迄
の
間
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
う
。

　

次
に
「
華
陽
」
号
で
あ
る
が
、
文
化
十
四
年
淡
窓
三
十
六
歳
の
折
に
定
め
た
十
号
の
第
六
番
目
に
出
て
く
る
の
が
初
出
。
こ
の
号
の
使

用
例
は
、
『
華
陽
舘
詩
集
』
の
「
華
陽
」
の
み
で
あ
る
。
本
集
は
、
淡
窓
二
十
歳
か
ら
三
十
三
歳
頃
ま
で
の
作
品
百
九
十
首
余
を
収
め
た

本
文
墨
付
三
十
八
丁
の
淡
窓
自
筆
の
写
本
で
あ
る

）
16
（

。
内
題
は
『
華
陽
舘
詩
集
』
と
あ
り
、
著
者
名
は
「
豊
後
廣
瀬
建子

。
基

著
」
と
あ
り
、
本

文
に
は
、
淡
窓
に
よ
る
朱
此
訂
正
と
制
作
年
令
の
書
き
込
み
が
、
半
分
強
に
施
さ
れ
て
い
る
。
「
華
陽
」
号
の
使
用
例
は
「
華
陽
館
」
と

も
ど
も
他
に
見
い
出
し
え
な
い
。

　

続
い
て
第
五
号
の
「
蘭
窓
」
で
あ
る
が
、
文
化
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
の
「
十
号
定
め
」
よ
り
わ
ず
か
に
二
ヶ
月
を
過
ぎ
た
時
点
で
、

自
分
の
病
室
の
名
称
に
用
い
て
い
た
。『
淡
窓
日
記
』
巻
十　

文
化
十
五
年
（
文
政
元
年
）
正
月
二
十
九
日
の
条
に
、「
移
ス二

居
ヲ

於
蘭
窗
ニ一

。

病
勢
頗
ブ
ル

減
ズ

。
」
と
あ
っ
て
「
蘭
窗
」
の
号
が
、
病
室
の
名
称
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
く
割
り
書
き
で
、「
蘭

窗
」
の
居
室
で
、
三
事
（
摂
生
・
勤
業
・
修
徳
）
に
勉
勵
し
た
が
、
眼
疾
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
遂
に
懈
怠
を
致
し
て
し
ま
い
、
欝

的
な
病
を
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
記
し
て
お
り

）
17
（

、
「
蘭
窗
」
を
廃
止
し
た
の
も
案
外
こ
う
し
た
理
由
だ
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
他
に
使
用
例
は
見
い
出
し
得
な
い
。

　

次
の
「
南
梁
」
号
は
、
三
十
六
歳
の
時
の
「
十
号
定
め
」
の
第
九
番
目
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
南
梁
」
の
使
用
例

は
、
天
保
九
年
正
月
刊
の
『
天
保
三
十
六
家
絶
句

）
18
（

』
と
天
保
十
二
年
五
月
刊
の
『
宜
園
百
家
詩
初
編

）
19
（

』
に
出
て
く
る
二
例
を
得
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
『
天
保
三
十
六
家
絶
句
』
上
巻
表
紙
見
返
し
に
記
さ
れ
て
い
る
「
三
十
六
家
」
の
一
人
と
し
て
淡
窓
は
「
南
梁
」
の
号
で
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
下
巻
本
文
中
の
作
者
紹
介
欄
で
は
、「
南
梁
先
生
廣
瀬
元
簡

字
廉
卿
豊
後
人　

著
有
二

遠
思
楼
集
一

」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
「
元×

簡
」
は
「
玄8

簡
」
の
誤
り
。
天
保
八
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
遠
思
楼
詩
鈔
初
編
』
の
こ
と
を
、
本
書
の
序
者
斎
藤
謙
や
書
肆
河
内
屋
儀
助
等
は
知
っ
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て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
遅
く
と
も
天
保
八
年
頃
、
淡
窓
が
「
南
梁
」
号
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
い
ま
一
例
は
、

『
宜
園
百
家
詩
初
編
』
巻
五
の
野
沢
竜
の
紹
介
記
事
の
中
に
見
い
出
せ
る
。
「
野
沢
竜　

字
子
潜
号
二

南
梁
一

豊
後
日
田
人
。
〇
子
潜 　

詩
才
美
秀　

淡
翁
愛
レ

之　

以
二

其
号
一

与
レ

之
云

」
野
沢
竜
の
詩
才
を

愛
し
た
淡
窓
が
自
号
を
野
沢
に
与
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
年
時
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

次
に
「
青
谿
」
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
三
十
六
歳
の
折
の
「
十
号
定
め
」
の
第
二
番
目
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

こ
の
「
青
谿

）
20
（

」
の
使
用
例
は
二
例
。
天
保
九
年
五
十
七
歳
の
作
と
思
わ
れ
る
五
言
律
詩
「
病
後
雑
詠

）
21
（

」
に
「
青
溪
」
と
あ
り
、
ま
た
翌
年

の
五
月
十
四
日
付
辛
島
春
帆
宛
書
簡
の
著
名
に
「
青
溪

）
22
（

」
と
あ
る
。
「
病
後
雑
詠
」
を
天
保
九
年
と
推
定
し
た
の
は
、
詩
題
の
「
病
後
」
が
、

天
保
八
年
冬
の
「
疾
患
（
小
水
不
通

）
23
（

）
」
を
脱
し
た
翌
年
の
春
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
詩
の
起
聯
「
散
歩
東
西
塾　

仮
眠
南
北
楼
」

の
「
東
西
塾
」
が
「
長
春
菴
」
の
東
塾
と
、
道
路
を
挟
ん
だ
西
塾
の
こ
と
で
あ
り
、
「
南
北
楼
」
の
「
南
楼
」
は
、
天
保
元
年
十
二
月
七

日
に
東
塾
の
東
の
菜
園
に
建
て
ら
れ
た
も
の

）
24
（

で
、「
北
楼
」
は
、こ
の
頃
旭
荘
が
住
ん
だ
西
塾
の
「
夕
佳
楼

）
25
（

」
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

病
後
の
淡
窓
は
、
道
を
挟
ん
だ
東
西
の
塾
を
廻
り
、
ま
た
東
塾
の
奥
の
南
楼
と
西
塾
の
北
楼
に
仮
眠
の
場
所
を
用
意
し
て
い
た
と
詠
ん
で

い
た
こ
と
に
な
る
が
、
「
北
楼
」
が
仮
眠
の
場
所
に
な
り
え
た
の
は
、
旭
荘
が
天
保
九
年
二
月
大
阪
へ
上
り
、
「
夕
佳
楼
」
が
空
い
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
条
件
を
踏
ま
え
て
み
る
と
、
本
詩
の
作
制
年
時
は
、
天
保
九
年
春
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
例
か

ら
「
青
溪
」
号
の
使
用
期
間
は
、
天
保
九
年
正
月
頃
か
ら
天
保
十
年
五
月
十
四
日
の
辛
島
春
帆
宛
書
簡
執
筆
時
点
ま
で
と
い
え
る
が
、
こ

の
後
使
用
さ
れ
る
「
苓
陽
」
号
の
初
出
例
が
、
天
保
十
一
年
八
月
二
十
六
日
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
青
溪
」
号
が
こ
の
日
直
前
ま
で
使

用
さ
れ
た
可
能
性
は
残
る
こ
と
に
な
る
。
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三　

苓
陽
へ
の
改
号

　　

「
苓
陽
」
号
の
初
出
は
、
「
題
ス二

迂
言
ノ

首
ニ一

」
が
書
か
れ
た
天
保
十
一
年
八
月
二
十
六
日
で
あ
る

）
26
（

が
、
『
醒
斎
日
暦
』
の
天
保
十
一
年
八

月
二
十
八
日
の
条

）
27
（

に
は
、「
迂
言
脱
稿
。
迂
言
二
巻
。
凡
九
十
余
葉
。
国
字
ノ

文
也
。
言
二

経
済
説
一

。
起
レ

草
二　

十
余
日
而
成
。
若
従
政
者
。
或
採
二

用
其
一
言
一

。
亦
非
二

徒
作
一

也
。
」
と
あ
っ
て
、
二
日
ず
れ
る
け
れ
ど
も
、
「
題
ス二

迂
言

ノ

首
ニ一

」
が
執
筆
さ
れ
た
日
が
、
『
迂
言
』
脱
稿
の
二
日
前
だ
っ
た
と
考
え
れ
ば
問
題
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
よ
り
も
、
ほ
ぼ
二
年
後
の

天
保
十
三
年
七
月
六
日
付
旭
荘
宛
淡
窓
書
簡
の
中
で
、「
迂
言
ノ

一
書
為
二

信
用
ノ一

也
」
と
書
い
て
い
る

）
28
（

こ
と
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
『
迂
言
』
が
、

「
信
用
の
た
め
」
に
書
か
れ
た
も
の
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か
、
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
あ
え
て
推
測
を
逞
く

す
れ
ば
、
天
保
十
一
年
六
月
弟
廣
瀬
久
兵
衛
（
こ
の
年
五
十
一
歳
）
が
、
府
内
藩
の
招
聘
に
応
じ
、
殖
産
興
業
を
軸
に
、
財
政
の
改
革
に

当
る

）
29
（

こ
と
に
な
り
、
淡
窓
は
経
世
の
学
を
そ
の
任
と
す
る
儒
学
者
と
し
て
、
弟
を
背
後
か
ら
支
え
る
べ
く
『
迂
言
』
の
執
筆
を
思
い
立
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
日
暦
』
の
割
り
書
き
に
あ
る
「
迂
言
、

凡
お
よ
そ

九
十
余
葉
。
起
シ
テ

レ

草
ヲ

し
て
二
十
余
日
に
し
て
成
る
」
と
い
う
異

常
な
急
ぎ
方
が
、
こ
う
し
た
想
像
を
掻
き
立
て
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
題
二

迂
言
首
一

」
の
全
文
を
五
段
（
一
～
四
と
奥
付
）
に
分
け

て
掲
げ
、
こ
の
淡
窓
の
思
い
と
、
新
た
に
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
「
苓
陽
」
号
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
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奥
付　

庚
子
仲
秋
稔
六
日

）
30
（

。
苓
陽
幽
人
廣
瀬
建
書
二

於
梅
花
塢
淡
囱
之
下
一

。

　

第
一
段
か
ら
見
て
い
く
と
、
本
書
に
は
「
撰
者
ノ
姓
名
」
が
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
理
由
は
本
書
が
あ
る
「
人

ひ
と
の
い
え家

」
よ
り
「
鬻う

」

り
に
出
さ
れ
た
「
故ほ

う

ご紙
」
の
中
か
ら
得
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
古
文
孝
経
』
が
、
孔
子
の
旧
宅
の
壁
の
中

か
ら
出
て
き
た
と
い
う
故
事
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

続
く
第
二
段
で
は
、
こ
の
書
は
経
世
を
と
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
専

も
っ
ぱ
ら「

列
国
（
藩
国
の
意
）
」
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
「
天
下
」
を
論

じ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
書
の
著
者
は
、
「
侯
国
（
藩
国
の
意
）
」
の
末
端
に
居
る
身
分
の
底

い
儒
学
者
で
、
そ
の
地
位
の
底
さ
の
故
に
自
ら
の
姓
名
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
と
言
い
、
淡
窓
の
身
分
が
百
姓
で
、
郡
代
所
の
役
人
（
用

人
格
）
と
し
て
出
仕
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
、
こ
こ
に
滲
み
出
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

次
の
第
三
段
で
は
、
近
・
現
代
の
諸
藩
が
抱
え
る
社
会
の
「
病
弊
」
に
つ
い
て
の
指
摘
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
「
事わ

け情
」
に
つ
い
て
の
説

明
も
多
く
的
中
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
は
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
を
見
て
み
る

と
、
実
行
で
き
る
も
の
と
実
行
で
き
な
い
も
の
と
が
混
じ
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
世
事
に
う
と
く
役
に
立
た
な
い
と
い
う
意
味
の
「
迂
」

を
書
名
と
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
、
読
者
は
勝
手
次
第
に
読
む
の
が
よ
い
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
別
本
「
題
ス二

迂
言
首
ニ一

」
で
は
、
「
可

シレ

謂
ツレ

善
シ
ト

二

於
自
ラ

處
ス
ル
ヲ

一　

矣
」
の
下
の
割
書
の
評
語
に
「
為な

り
二

旁
観
ノ

語
一

。
抑
揚
有
レ

趣
。
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
「
何
も
為
す
こ
と
な
く

傍
観
し
て
い
る
に
等
し
い
」
の
意
に
解
釈
し
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。

　

結
び
の
第
四
段
で
は
、
本
書
の
編
集
は
滅
茶
苦
茶
で
、
し
か
も
散
逸
し
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
の
で
、

頗
す
こ
ぶ

る
多
く
の
文
章
に
修
理
を

加
え
た
。
そ
し
て
侍
者
に
謄
写
さ
せ
、

帳
と
ば
り

の
内
に
秘
し
て
お
い
た
。
い
ま
改
め
て
読
ん
で
み
る
と
、
冒
頭
に
「
昇
平
二
百
年

）
31
（

」
と
い
う
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言
葉
が
あ
っ
て
、
こ
の
著
者
は
そ
ん
な
に
遠
い
昔
の
人
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
今
も
生
き
て
い
る
人
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
思
う
と

そ
の
人
に
直
接
会
っ
て
、
そ
の
薀
蓄
を
心
ゆ
く
ま
で
聞
く
機
会
を
持
て
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
ま
れ
て
な
ら
な
い
、
と
記
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
「
奥
付
」
は
、
「
庚
子
仲
秋
稔
六
日
（
天
保
十
一
年
八
月
二
十
六
日
）
」
と
日
付
が
あ
っ
て
、
続
け
て
「
苓
陽
幽
人
廣
瀬
建
」
と

い
う
著
者
の
別
号
と
名
字
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
書
二

於
梅
花
塢
淡
囱
之
下
一

。
」
と
、
著
者
の
居
場
所
ま
で
も
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の
「
題
ス二

迂
言
ノ

首
ニ一

」
の
一
文
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
べ
き
な
の
か
。
第
一
段
の
「
故ほ

う

ご紙
」
の
中
か
ら
出
て
き
た
い
と
い
う

説
明
は
、
儒
学
者
ら
し
い
故
事
を
使
っ
た
著
作
者
を
隠
す
た
め
の
偽
装
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
続
く
第
二
段
の
、
著
作
者
が

本
書
の
ご
と
き
書
物
を
書
く
に
価
し
な
い
身
分
の
者
と
い
っ
た
こ
だ
わ
り
も
、
実
は
著
作
者
を
隠
す
装
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
だ
が
奥
付
け
に
は
著
作
者
の
書
斎
（
居
場
所
）
を
「
淡
囱
」
と
書
い
て
い
る
以
上
、
第
一
段
よ
り
儒
学
者
「
淡
窓
」
が
容
易
に
類

推
さ
れ
、
ま
た
第
二
段
で
「
経
済
（
経
世
）
」
を
説
い
た
書
物
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
著
作
者
が
豊
後
の
者
で
あ
る
こ
と
を
知
る
や

否
や
、
読
者
に
は
、
日
田
郡
代
に
仕
え
る
用
人
格
の
儒
学
者
「
淡
窓
」
が
直
ぐ
に
連
想
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
次
の
第
三
段
で
は
、
近
時

の
社
会
の
「
疲
弊
」
を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
の
打
開
策
と
し
の
「
施
策
」
の
頼
り
な
さ
を
言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
裏
に
は
著

作
者
の
本
心
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
書
名
に
「
迂
」
と
い
う
文
字
を
冠
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
文
章
家
淡
窓
の
面
目

躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
第
四
段
で
今
も
生
き
て
い
て
不
思
議
で
は
な
い
老
人
が
編
集

に
力
を
入
れ
、
散
失
を
補
う
大
掛
り
な
「
修
理
」
作
業
を
行
っ
た
の
は
、
「
だ
れ
で
も
な
い
私
（
淡
窓
）
だ
」
と
い
っ
て
い
る
に
等
し
い

こ
と
に
な
ろ
う
。
自
分
を
隠
す
つ
も
り
の
偽
装
の
効
果
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
い
る
文
章
に
続
け
て
「
庚
子
仲
秋
稔
六
日
苓
陽
幽
人
廣
瀬
建

書
於
梅
花
塢
淡
囱
之
下
」
と
い
う
奥
付
け
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
書
き
方
、
つ
ま
り
姓
名
「
廣
瀬
建
」
を
中

に
据
え
て
、
上
に
新
号
「
苓
陽
」
、
下
に
旧
号
「
淡
囱
」
を
書
く
と
い
う
書
き
方
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
書
き
方
を
見
て
み
る
と
、

『
迂
言
』
の
著
者
「
苓
陽
」
な
る
も
の
は
、
あ
の
『
遠
思
楼
詩
鈔
初
編
』
の
著
者
「
淡
窓
」
で
あ
る
が
、
私
の
本
業
は
儒
学
で
あ
っ
て
、



－ 169 －

国文学研究資料館紀要 文学研究篇　第 49 号（2023）

こ
の
『
迂
言
』
は
経
世
の
学
の
一
端
を
世
に
示
し
た
も
の
で
、
今
日
以
降
、
真
の
儒
学
者
を
目
指
し
て
「
修
徳
」
に
勤
め
る
こ
と
を
願
う

自
分
に
相
応
し
い
号
と
し
て
撰
ん
だ
の
が
「
苓
陽
」
で
あ
る
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
と
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
淡
窓
は
、

『
遠
思
楼
詩
鈔
初
編
』
を
刊
行
す
る
こ
と
で
、
父
親
の
「
声
名
ヲ
世
ニ
伝
ヘ
」
よ
と
い
う
切
な
る
願
い
の
万
分
の
一
は
成
就
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
い

）
32
（

、
ま
た
旭
荘
が
伝
え
て
く
れ
た
『
遠
思
楼
詩
集
初
編
』
大
流
行
の
様
子
、
茶
山
・
山
陽
集
よ
り
「
遠
ク
其そ

の

上
ニ
出い

で

」
て
、

両
者
の
「
不ざ

る
レ

及
お
よ
ば

コ
ト
遠
シ
」
と
い
う
情
報

）
33
（

に
驚
喜
し
、
現
代
漢
詩
人
の
第
一
人
者
と
な
り
え
た
こ
と
を
自
認
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
淡
窓
は
「
予
何
ノ
徳
ア
リ
テ
此
虚
誉
ヲ
得
ル
ヤ
」
と
の
自
問
自
答
を
も
発
し
て
い
た

）
34
（

。
淡
窓
は
、
ま
だ
「
徳
」
を
充
分

身
に
つ
け
て
い
る
と
は
思
え
な
い
自
分
が
、
詩
人
と
し
て
「
声
名
」
を
得
て
い
る
の
は
「
虚
誉
」
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
と
、
自
分

に
言
い
き
か
せ
て
い
た
。
い
い
換
え
れ
ば
、
淡
窓
は
「
虚
誉
」
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
自
分
に
気
付
き
、
強
く
反
省
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
反
省
を
促
し
た
の
は
珮
川
の
詩
評
で
あ
っ
た
。
珮
川
は
『
遠
思
楼
詩
鈔
初
編
』
末
尾
の
「
夜
雨
寮
」
詩
の
後
に
、
本
集
の
総
評

と
も
い
う
べ
き
一
文
を
寄
せ
て
い
た

）
35
（

。

　

 

諸
作
皆
実
境
実
事
。
辞
切
ニ

情
摯し

た
シ

。
而
シ
テ
自
ラ
有
リ二

高
閑
淡
遠
處
一

。
可ベ

シ
レ

想
イ二

見
ル

其
為
一
レ

人
矣
。
（
中
略
）
所
レ

得
ル

豈
ニ

唯
ダ

詩
法

而の

み巳
哉ナ

ラ
ン
ヤ。

珮
川
は
、
淡
窓
詩
に
は
、
「
高
閑
淡
遠
」
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま
た
作
者
の
「
為

ひ
と
と
な
り

人
」
が
自
ず
と
見
え
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の

評
は
、
『
遠
思
楼
詩
鈔
初
編
』
に
淡
窓
の
確
か
な
る
達
成
が
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
評
に
よ
っ
て
淡
窓
が
達
成

感
を
得
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
達
成
感
を
得
た
こ
と
で
、
逆
に
「
虚
誉
」
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で

あ
ろ
う
。
こ
の
「
達
成
感
」
と
「
虚
誉
」
と
の
間
で
揺
れ
る
淡
窓
に
、
向
う
べ
き
道
を
示
唆
し
て
く
れ
た
の
も
、
珮
川
評
の
「
所
レ

得
ル

豈
ニ

唯た

ダ

詩
法
而の

み巳
哉ナ

ラ
ン
ヤ」

で
あ
っ
た
。
珮
川
は
、
淡
窓
の
詩
に
は
、
詩
に
お
け
る
達
成
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
儒
学
を
窮
め
た

人
間
性
の
達
成
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
淡
窓
は
「
儒
者
と
し
て
の
達
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
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と
評
さ
れ
た
こ
と
で
、
逆
に
詩
に
比
し
て
儒
学
者
と
し
て
の
人
間
性
の
達
成
が
未い

ま

だ
し
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

儒
学
者
と
し
て
の
「
修
徳
」
の
道
に
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
く
自
覚
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
淡
窓
は
珮
川
評
か
ら
の
示
唆

に
よ
っ
て
、
本
来
の
儒
学
者
と
し
て
の
「
修
徳
」
に
取
り
組
み
、
天
保
十
一
年
八
月
二
十
八
日
経
世
学
の
実
践
と
し
て
『
迂
言
』
を
脱
稿

し
た
。
そ
し
て
そ
の
著
者
名
と
し
て
廣
瀬
建
の
姓
名
の
上
に
「
苓
陽
」
号
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
措
置
は
、
詩
人
淡
窓
で
は
な
く
儒

学
者
淡
窓
、
す
な
わ
ち
「
真
儒
」
を
目
指
す
儒
学
者
「
苓
陽
」
な
の
だ
と
い
う
意
識
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
、
『
迂
言
』
末
尾
の

儒
者
三
等
論

）
36
（

か
ら
推
測
で
き
る
。
淡
窓
は
「
儒
者
ニ
俗
儒
・
迂
儒
・
真
儒
ノ
三
ッ
ア
リ
」
と
し
て
、
第
一
の
「
俗
儒
」
と
は
、
古
今
の
書

中
の
事
は
一
つ
と
し
て
今
時
用
う
べ
き
事
な
し
と
し
て
一
切
触
れ
ず
、
世
俗
の
す
る
ま
ま
で
す
ま
す
、
書
を
読
ん
だ
だ
け
の
俗
人
と
全
く

変
ら
な
い
者
を
い
う
と
し
、
第
二
の
「
迂
儒
」
と
は
、
俗
儒
の
一
等
上
で
、
学
ぶ
所
を
今
日
の
事
に
施
さ
ん
と
す
る
が
、
才
力
足
ら
ず
、

智
略
練
れ
ず
、
す
る
事
迂
遠
に
な
り
、
事
情
に
は
ず
れ
、
時
宜
を
失
う
者
を
い
う
と
す
る
。
第
三
の
「
真
儒
」
に
つ
い
て
は
、
「

遥
は
る
か

ニ
其

上
ニ
シ
テ
、
已
ニ
和
漢
古
今
ノ
同
ジ
キ
所
ヲ
知
リ
、
又
其
異
ナ
ル
所
ヲ
知
ル
。
故
ニ
施
シ
行
フ
ベ
キ
所
ハ
是
ヲ
行
ヒ
、
行
ハ
レ
難
キ
所
ハ

不
レ

行
。
其
学
問
熟
シ
、
其
才
知
練
レ
タ
リ
。
（
中
略
）
是
古
ノ
君
子
儒
ト
云
フ
モ
ノ
、（
中
略
）
百
千
人
ノ
中
ニ
。
唯
一
二
人
ヲ
得
ベ
シ
（
中

略
）
国
家
ノ

重
お
も
き

ヲ
荷に

な

ハ
シ
メ
ン
ト
ナ
ラ
バ
。
真
儒
ニ
非
レ
バ
不
可
ナ
リ
。
」と
理
想
の
儒
者
像
を
説
い
て
い
た
。
こ
の
文
章
を
読
む
と
、「
題

ス二

迂
言
ノ

首
ニ一

」
の
偽
装
の
意
味
は
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
『
迂
言
』
執
筆
開
始
時
の
緊
張
感
を
考
え
て
み
る
と
、
必
要
な
装
置

で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
迂
言
』
末
尾
で
「
真
儒
」
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

淡
窓
は
自
ら
「
真
儒
」
へ
の
道
を
進
む
こ
と
を
決
意
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
見
た
「
迂
言
脱
稿
」
時

の
記
事
に
述
べ
て
い
る
「
若
シ

従
ウレ

政
ニ

者
。
或
ハ

採
二

用
セ
バ

其
ノ

一
言
ヲ一

。
亦
非
ル二

徒
作
ニ一

也
。

）
37
（

」
と
い
う
淡
窓
の
密
か
な
る
期
待
と
も
合
致
し

て
い
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
本
書
が
内
密
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
写
本
の
少
な
さ
が
証
明
し
て
い
る
。
自
筆
稿
本

と
は
別
に
三
本
の
写
本
が
作
ら
れ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
の
第
一
本
は
す
で
に
見
た
事
情
か
ら
考
え
て
脱
稿
と
同
時
に
弟
久
兵
衛
に
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送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

）
38
（

。
第
二
本
は
、
『
文
稿
拾
遺
』
の
「
題
ス二

迂
言
ノ

後
ニ一

」
の
文
章

）
39
（

「
迂
言
ハ

帳
中
ニ

所
レ

秘
ス
ル

。
未
ダ二

嘗
テ

妄
リ
ニ

示
サ 

一
レ

人
ニ

。
佐
藤
翁
ハ

楽
ミレ

善
ヲ

好
ムレ

学
ヲ

。
故
ニ

以
テ二

一
編
ヲ一

贈
ルレ

之
ヲ

。
要
ス
ル
ニ

宜
シ
ク 

ベ
シ
下

與
二

一
二
ノ

同
好
ト一

共
ニ　上

レ

之
ヲ

耳
。
」
か
ら
、
佐
藤
翁
へ
送
ら

れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
残
念
な
が
ら
佐
藤
翁
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
楽
シ
ミ

レ

善
ヲ

好
ムレ

学
ヲ

」
信
頼
で
き
る
人
物
で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
第
三
本
は
、
『
迂
言
』
脱
稿
後
二
ヶ
月
余
の
天
保
十
一
年
十
一
月
五
日
の
『
醒
斎
日
暦
』
の
記
事

）
40
（

に
「
発

ス下

与
ウ
ル

二

謙
吉
ニ一

書
ヲ上

。
包
二

迂
言
。
析
玄
。

近

聞

奇

談
一

。 

」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
日
旭
荘
に
送
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
旭
荘
は
本
書
の
写
本
を
作
り
、

天
保
の
改
革
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
羽
倉
簡
堂
へ
呈
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
保
十
三
年
七
月
六
日
付
旭
荘
宛
淡
窓
書
簡

）
41
（

に
、「
迂

言
ノ

一
書
、
為
二

信
用
ノ一

作
ル

者
也
。
公
儀
ニ
対
シ
テ
不
忠
ノ
事
ハ
一
言
モ
無
レ

之
ト
雖
モ
（
中
略
）
、
公
（
羽
倉
簡
堂
）
東
都
ニ
御
持
参
有

ルレ

之
レ

共
、
閣
老
其
ノ

外
譜
代
ノ

之
方
江

は
、
御
伝
示
ナ
キ
方
安
心
ニ
候
。
」
と
あ
り
、
羽
倉
簡
堂
が
幕
政
改
革
の
参
考
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
ま
す
ま
す
自
信
を
深
め
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
天
保
九
年
六
月
『
遠
思
楼
詩
鈔
初
編
』

の
大
流
行
の
報
を
得
た
淡
窓
は
、
以
後
い
よ
い
よ
儒
学
と
詩
文
に
よ
る
自
己
の
「
修
徳
」
に
勤
め
、
五
十
七
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
か
け
て

の
八
年
間
に
、
天
保
十
一
年
八
月
『
迂
言
』
脱
稿
・
天
保
十
二
年
七
月
『
宜
園
百
家
詩
』
刊
行
・
同
年
十
一
月
『
義
府
』
脱
稿
・
弘
化
二

年
二
月
『
析
玄
』
官
許
取
得
・
弘
化
三
年
七
月
『
遠
思
楼
詩
鈔
二
編
』
成
稿　

と
精
力
的
に
著
述
を
重
ね
る
と
同
時
に
、
一
方
で
は
、

六
十
一
歳
の
天
保
十
三
年
九
月
に
大
村
藩
の
招
請
に
応
え
て
講
義
に
赴
き
、
二
年
後
六
十
三
歳
の
九
月
に
は
府
内
藩
へ
、
さ
ら
に
翌
年

六
十
四
歳
の
弘
化
二
年
に
は
、
二
月
に
大
村
藩
、
五
月
に
府
内
藩
へ
講
義
に
出
掛
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
経
世
学
の
実
践
が
、
「
真
儒
」

へ
の
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
六
十
五
歳
当
時
の
心
境
を
『
進
修
録
』
弘
化
三
年
八
月
二
十
六
日
の
記
事

に
、
「
告
ル
ニ

二

祖
先
ニ一

以
テ
ス

二

自
ラ

新
意
ヲ一

。
」
と
記
し
、
「
新
意
」
と
は
「
従
来
ハ

専
ニ
ス
ル

二　

意
ヲ

文
辞
ニ一

。
今
後
ハ

将
ニ下

以
テ二

修
徳
ヲ一

為
サ
ン
ト

上

レ

事
ト

。
」
と

述
べ
て
い
た

）
42
（

。
五
十
七
歳
か
ら
八
年
間
の
「
文
辞
」
へ
の
専
念
を
経
て
、
い
よ
い
よ
「
修
徳
」
に
勤
め
る
と
の
「
新
意
」
を
祖
先
に
誓
っ

て
い
た
。
こ
の
誓
い
は
、
「
真
儒
」
へ
の
誓
い
と
同
義
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



－ 172 －－ 173 －

淡窓の改号（井上）

　

嘉
永
元
年
（
二
月
十
八
日
改
元
）
正
月
、
六
十
七
歳
を
迎
え
た
淡
窓
は
、
日
録
を
『
進
修
録
』
か
ら
『
再
修
録
』
に
改
め
、
元
日
の
記

事
の
中
で
改
名
の
理
由
を
「
進
修
ノ

多
日
ハ

費
ス二

研
精
ニ一

。
万
善
如
ク
ニ
シ
テ

レ　
　

成
ル
ガ 

却
テ

未
ダレ

成
ラ

。
今
後
頂
ラ
ク

レ

加
ウ二

一
層
ノ

力
ヲ一

。
唯
要
ス二

真
実
ヲ一

。

不ず

レ

要
セレ

名
ヲ

。
日
暦
所
三

以
ナ
リ

改
ム
ル

二

名
ヲ

再
修
ト一

也
。
」
と
説
明
し
て
い
た

）
43
（

。
『
進
修
録
』
の
時
代
、
天
保
十
二
年
か
ら
弘
化
四
年
迄
、
私
は

「
研
精
」
に
勤
め
た
が
、
残
念
な
が
ら
人
間
性
の
完
成
を
目
指
し
た
「
万
善
簿
」
は
、
い
ま
だ
に
出
来
て
い
な
い
。
今
後
一
層
の
努
力
を

し
た
い
。
た
だ
し
、
そ
の
「
要
」
は
「
真
実
」
を
求
め
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
「
名
」
は
「
不
要
」
で
あ
る
。
『
再
修
録
』
で
は
、
こ
の
「
真

実
」
を
求
め
る
こ
と
を
実
践
し
た
い
と
記
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
淡
窓
の
老
い
て
あ
く
な
き
自
己
探
求
の
姿
は
、
門
人
間
に
直じ

か

に
伝

わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嘉
永
元
年
十
一
月
刊
『
遠
思
楼
詩
鈔
二
編
』
所
載
の
「
府
内
雑
詩
三
首
」
に
付
さ
れ
て
い
る
小
林
安
石
の

淡
窓
評

）
44
（

が
こ
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

 

詩
ハ

過
レ
バ

二

円
熟
ヲ一

。
易
シレ

陥
お
チ
イ

リ二

頽た
い

唐と
う

ニ一

。
香
山
放
翁
猶
不ず

レ

免
ま
ぬ
が

レ

。
独
リ

作
者
（
淡
窓
）
小
心
清
潔
。
活
キ
テ

而
不ず

レ

滑み
だ

レ

。
豈あ

に

非あ
ら

ザ
ル
ヤ

二　

居
テレ

敬

ニ

行
ナ
ウ

レ

簡
ヲ

者
ニ一

乎
。

安
石
は
、
淡
窓
を
『
論
語
』
「
雍
也
」
の
「
敬
に
居
て
簡
を
行
な
い
、
以
て
其
の
民
に
臨
む

）
45
（

」
と
い
う
教
え
を
実
践
で
き
て
い
る
人
だ
と

評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
淡
窓
の
評
価
は
「
真
儒
」
に
極
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
天
保
十
一
年
の
「
苓
陽
」
初
出
か
ら
五
年
を
経
て
も
使
用
し
た
様
子
は
な
く
、
二
例
目
は
六
年
後
の
『
進
修
録
』
弘
化
三

年
十
二
月
十
八
日
の
「
苓
陽
語
録
二
巻
成
。
凡

四

十

葉

。           

以
テ

二

国
字
ヲ

一

綴
レ

之
。 

」）
46
（

の
「
苓
陽
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
書
は
所
在
不
明
で
、
出
現
が
切

望
さ
れ
る
。
三
例
目
は
、
翌
弘
化
四
年
二
月
成
稿
『
夜
雨
寮
筆
記
』
の
口
述
者
名
に
あ
る
「
苓
陽
先
生
口
授

）
47
（

」
で
あ
る
。
「
苓
陽
先
生
」

の
呼
称
が
塾
内
で
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
翌
年
正
・
五
月
の
久
兵
衛
宛
、
同
年
十
一
月
の
青
邨
宛
書
簡
に
「
苓
陽
」

の
署
名
が
あ
り

）
48
（

、
身
内
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
嘉
永
二
年
七
月
刊
『
摂
西
六
家
詩
鈔
』
収
載
の
「
苓
陽
詩
稿

）
49
（

」
以
降
広
く
用
い
ら
れ
、

安
政
元
年
刊
『
宜
園
百
家
詩
二
編
』
の
淡
窓
紹
介
の
記
事
は
、
「
字
子
基
。
一
字
廉
卿
。
号
二

淡
窓
一

。
又
号
二

苓
陽
一

。
称
二

求
馬
一

。
日
田
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人
。
先
生
過
二

七
十
一

。
静
生
自
修
。
不
レ

役
二

意
筆
翰
一

。
録
ス二

集
外
ノ

佚
詩
ヲ一

。
」
の
ご
と
く
説
明
さ
れ
て
い
た

）
50
（

。
嘉
永
二
年
刊
『
老
子
摘
解
』

に
は
「
苓
陽
廣
先
生

）
51
（

」
、
安
政
三
年
六
月
刊
の
『
淡
窓
小
品
』
内
題
で
は
「
苓
陽
先
生
著

）
52
（

」
と
な
っ
て
い
た
。
安
政
二
年
夏
、
廣
瀬
本
家

当
主
雨
窓
に
遺
訓
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
の
落
款
は
「
苓
陽
建
」
で
あ
っ
た

）
53
（

。
し
た
が
っ
て
、
自
ら
記
し
た
墓
誌
銘
が
「
苓
陽
先
生
。
諱

建
」
で
書
き
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
き
わ
め
て
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
六
十
一
歳
か
ら
「
苓
陽
」
を
関
防
印
に
広
く
使
い
始
め
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
天
保
十
三
年
六
十
一
歳
の
三

月
、
師
昭
陽
七
回
忌
の
墓
参
の
折
の
書
幅
類
に
使
い
始
め

）
54
（

、
翌
々
年
九
月
の
大
村
出
講
の
折

）
55
（

、
ま
た
翌
六
十
四
歳
四
月
の
大
村
再
出
講
の

折
の
書
幅

）
56
（

に
も
用
い
て
い
た
。
墓
前
で
師
の
「
寵
栄
」
に
思
い
を
至
し
、
「
苓
陽
」
を
名
乗
る
こ
と
を
密
に
告
げ
、
関
防
印
と
し
て
使
い

始
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
「
苓
陽
」
号
の
使
用
を
師
の
霊
に
告
げ
る
こ
と
は
、
「
真
儒
」
へ
の
「
修
徳
」
を
誓
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）　

中
島
市
三
郎
「
苓
陽
の
名
と
実
」
『
咸
宜
園
教
育
発
達
史
』
262
～
263
頁　

昭
和
48
・
11

（
２
）　

『
増
補
淡
窓
全
集
』
上
巻
所
収
102
～
103
頁
。
昭
和
46
・
２
思
文
閣
（
以
下
『
全
集
』
上
と
略
す
。
）

（
３
）　

 

英ひ

こ

さ

ん

彦
山
神
宮
は
、
明
治
初
の
神
仏
分
離
ま
で
は
霊
仙
寺
の
寺
号
を
有
し
て
い
た
。
『
福
岡
県
の
地
名
』
「
英
彦
山
神
宮
」
（
平
成

16
・
10
平
凡
社
）

（
４
）　

『
華
陽
館
詩
集
』
所
載
七
律
「
送
ル三

人
ノ
登
ル
ヲ

二　

彦
山
ニ一

二
首
」
の
第
一
首
。
廣
瀬
先
賢
文
庫
９･

１･

20

（
５
）　

長
澤
規
矩
也
監
修　

長
澤
孝
三
編
『
改
訂
増
補
漢
文
學
者
總
覽
』
平
成
23
・
10
汲
古
書
院
（
以
下
『
總
覽
』
と
略
す
）

（
６
）　

『
全
集
』
上
69
～
71
頁
。
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（
７
）　

『
全
集
』
上
240
頁
。

（
８
）　

 『
廣
瀬
淡
窓
資
料
集
書
簡
集
成
』
大
分
県
先
哲
叢
書　

平
成
24
・
３　

大
分
県
先
哲
史
料
館
編
集
（
以
下
『
淡
窓
書
簡
集
成
』
と
略

す
。
）

（
９
）　

『
全
集
』
上
１
頁
。

（
10
）　

『
淡
窓
書
簡
集
成
』
171
～
172
頁
。

（
11
）　

『
全
集
』
上
３
頁
。

（
12
）　

拙
稿
「
「
淡
窓
」
号
の
諸
問
題
―
桃
秋
の
俳
文
「
淡
窓
の
記
」
よ
り
ー
」
『
雅
俗
』
第
十
八
号　

令
和
元
年
七
月

（
13
）　

『
全
集
』
中
116
頁
。

（
14
）　

注
13
に
同
じ
。

（
15
）　

『
全
集
』
中
122
頁
。

（
16
）　

廣
瀬
先
賢
文
庫
蔵　

９
・
１
・
20

（
17
）　

注
15
に
同
じ
。

（
18
）　

廣
瀬
先
賢
文
庫
蔵　

咸
27
・
14 

１
～
３

（
19
）　

廣
瀬
先
賢
文
庫
蔵　

30
・
12 

１
～
８

（
20
）　

「
青
谿、

」
の
表
記
は
注
３
の
『
淡
窓
日
記
』
の
み
。

（
21
）　

『
廣
瀬
先
賢
文
庫
掛
軸
関
連
目
録
』
296
番
篇
額
。

（
22
）　

『
淡
窓
書
簡
集
成
』
往
信
110　

88
頁
。

（
23
）　

『
全
集
』
下
『
醒
斎
日
暦
』
十
三　

天
保
八
年
十
月
二
十
一
日　

627
頁
。
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（
24
）　

『
全
集
』
上
『
懐
旧
』
二
十
九　

382
頁
。

（
25
）　

 『
全
集
』
下
『
懐
旧
』
十
七
文
化
十
四
年
二
月
二
十
一
日
の
条
に
「
西
北
ノ
楼
ハ
。
謙
吉
カ
時
ニ
至
ッ
テ
。
修
理
ヲ
加
ヘ
。
席
ヲ

敷
キ
。
夕
桂
楼
ト
称
セ
リ
。
」
と
あ
る
。
215
頁
。

（
26
）　

『
全
集
』
中　

１
頁
。

（
27
）　

『
全
集
』
下　

「
醒
斎
日
暦
」
二
十　

741
頁
。

（
28
）　

『
淡
窓
書
簡
集
成
』
往
信
138　

110
頁
。

（
29
）　

廣
瀬
正
雄
著
『
贈
従
五
位
廣
瀬
久
兵
衛
傳
』
（
昭
和
４
年
１
２
月
刊
、
平
成
24
年
６
月
復
刻
）
44
頁
。

（
30
）　

 『
淡
窓
小
品
』
上
所
載
の
別
本
「
題
ス二

迂
言
ノ
首
ニ一

」
の
奥
付
は
、
「
庚
子
仲
秋
稔
書
」
と
あ
っ
て
、
「
六
日
」
以
下
の
十
文
字
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。
『
全
集
』
中
８
～
９
頁
。

（
31
）　

『
迂
言
』
「
国
本
一
」
に
「
二
百
年
干
戈
ヲ
用
ヒ
ザ
ル
コ
ト
。
未
タ
曽
テ
聞
カ
ズ
。
」
と
あ
る
。
（
全
集
中
１
頁
）

（
32
）　

『
懐
旧
』
三
十
八　

天
保
八
年
九
月
『
全
集
』
上
506
頁
。

（
33
）　

天
保
九
年
六
月
十
四
日　

『
懐
旧
』
四
十
『
全
集
』
上
527
頁
。

（
34
）　

注
33
に
同
じ
。

（
35
）　

 

天
保
九
戊
午
年
秋
八
月
癸
兌　

河
内
屋
茂
兵
衛
他
４
肆
。
『
遠
思
楼
詩
鈔
初
編
』
下
40
ウ
丁
～
41
オ
丁
。
廣
瀬
先
賢
文
庫
蔵
９
・
２
・

６ 

（
２
）

（
36
）　

『
全
集
』
中
『
迂
言
』
「
雑
編
六
」
57
～
59
頁
。

（
37
）　

注
27
に
同
じ
。

（
38
）　

注
29
に
同
じ
。
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（
39
）　

『
全
集
』
上
「
文
稿
拾
遺
」
17
～
18
頁
。

（
40
）　

『
醒
斎
日
暦
』
二
十
『
全
集
』
下
748
頁
。

（
41
）　

往
信
138　

廣
瀬
旭
荘
宛　

『
淡
窓
書
簡
集
成
』
110
頁
。

（
42
）　

『
進
修
録
』
十
二
『
全
集
』
下　

977
頁
。

（
43
）　

弘
化
五
年
正
月
元
日
『
再
修
録
』
一
『
全
集
』
下
1027
頁
。

（
44
）　

『
遠
思
楼
詩
鈔
二
編
』
嘉
永
元
年
十
一
月
刻
成
。
浪
華
書
林　

河
内
屋
茂
兵
衛
他
２
肆　

下
巻
24
丁
ウ
。
架
蔵
本
に
よ
る
。

（
45
）　

金
谷
冶
訳
註
『
論
語
』　

岩
波
文
庫　

75
～
76
頁
。

（
46
）　

『
進
修
録
』
十
二
『
全
集
』
下　

986
頁
。

（
47
）　

『
夜
雨
寮
筆
記
』
乾
巻
一
・
巻
三
「
苓
陽
先
生
口
授
」
、
同
巻
四
「
苓
陽
先
生
著
」
。
廣
瀬
先
賢
文
庫
蔵　

９
・
１
・
１
（
１
・
２
）

（
48
）　

『
淡
窓
書
簡
集
成
』
往
信
177
・
186
・
187

（
49
）　

『
摂
西
六
家
詩
鈔
』
廣
瀬
先
賢
文
庫
蔵
一
般
書　

詩
２
・
11
（
１
～
５
）

（
50
）　

『
宜
園
百
家
詩
二
編
』
巻
二　

廣
瀬
先
賢
文
庫
家
言
書
30
・
13
（
１
～
６
）

（
51
）　

『
老
子
摘
解
』
半
刊
二
冊　

廣
瀬
先
賢
文
庫
蔵　

９
・
２
・
２
（
１
・
２
）

（
52
）　

『
淡
窓
小
品
』
半
刊
二
冊　

廣
瀬
先
賢
文
庫
蔵　

特
２
（
１
・
２
）

（
53
）　

『
廣
瀬
先
賢
文
庫
掛
軸
関
連
目
録
』
112
軸
。

（
54
）　

『
掛
軸
目
録
』
157
・
283
―
10
・
161
軸
。

（
55
）　

『
掛
軸
目
録
』
183
軸
。

（
56
）　

『
掛
軸
目
録
』
151
頁
。


